
長野県警察からのお知らせ

その後、さらに・・・

（他県の発生事例）

長野県警察本部生活安全企画課

事例
被害者の携帯電話に通信事業者を名のる者から「携帯電話が利用停止になる。」
等と言われた後、警察官を名のる者から「逮捕を免れるために金銭が必要。」「24時
間監視する必要がある。」等と伝えられた。
被害者は、逮捕を免れるためという理由で、通信アプリのビデオ通話
機能を使用してトイレや入浴中の映像を送信するよう要求されるという
性的被害に遭ったもの。

被害者の携帯電話に「被害者の裸のスクリーンショット画像」

が届き、犯人から「全部あるからな」などと脅迫される

「身体的な特徴を確認する」「タトゥーが入っているか確認する」などと
告げて裸になることを要求する手口も確認されています。

この他にも・・・

注意点
・ 警察はＳＮＳやメッセージアプリで連絡することはありません。
・ 警察は警察手帳や逮捕状の画像を送ることはありません。
・ 警察はＳＮＳ等のビデオ通話で裸になることを要求したり、入浴状況の映像送信を
要求したりといったわいせつな行為を要求することはありません。
・ 警察は逮捕を免れることを理由に金銭の振込を要求することはありません。
・ 警察は「+」から始まる国際電話番号で電話をすることはありません。

【防犯速報】

警察官を名のり電話をかけ、ＳＮＳのビデオ通話に誘導し、ニセの「警察手帳」やニセ
の「逮捕状」を示した上で、「犯罪に加担していないことを証明するため」などとして金銭
を要求した上、わいせつな性的被害を伴う手口を確認しています。


